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調査対象99名　2003年10月18日いわてまるごと農林水産フェア来場者 
図2　「黄香」試食アンケート結果 

表１　りんごの成熟・収穫期 

図1　「黄香」の結実状況 

表2　花粉を利用できる品種 

・遺伝子型及び圃場における人工受粉の試験結果を基に評価した。 
・これらの品種のめしべに、黄香の花粉を用いて受粉することもできる。 
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黄香の味はいかがでしたか？ 

おいしい 
85名 

おいしくない 
2名 

どちらとも言えない 
12名 

好き 
83名 

嫌い 
0名 

どちらとも言えない 
16名 

好き 
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嫌い 
4名 

どちらとも言えない 
8名 

気に入った 
82名 

気に入らない 
3名 

どちらとも言えない 
14名 

黄香の外観はいかがでしたか？ 

黄香の食感はいかがでしたか？ 

黄香を気に入っていただけましたか？ 

ふじ、つがる、さんさ、きおう、王林、シナノスイート、シナノゴールド 品種名 

　 

　 

　岩手県農業研究センター（旧岩手

県園芸試験場）では、1981年からりん

ご新品種の育成開発に取り組んでい

ます。1994年には、9月上旬に収穫でき

る黄色いりんご「きおう」を開発し品種

登録しました。このりんごは、甘みも酸

味も強く果汁が豊富で、晩夏から初秋

に収穫できる早生種として、現在では

県内各地で栽培されています。 

　「きおう」開発後、次の品種として果

実品質と栽培特性に優れた中生種な

らびに晩生種（9月下旬～11月中旬収穫）

の育成開発に取り組んできました。そ

の結果、９月下旬に収穫できる黄色い

りんご『黄香』を開発しましたので紹介

します。 

 

 

 

　黄香は、「つがる」のめしべに「プリ

シラ」の花粉を受粉させた種を基に開

発しました。 

　2000年に初結実した黄香は、果皮

色が黄色く果実の形が豊満で、硬い

肉質と穏やかな酸味、独特の芳香を

有した個性的なりんごです。 

　黄香の収穫期は、表１に示すように

早生種「つがる」と中生種「ジョナゴー

ルド」の端境期にあたる9月下旬です。

現在、この時期に収穫できる生産性の

高い品種はなかったので、生産者が

必要としていたものでした。 

　また、黄香の果皮色は黄色なので、

葉摘みや玉回しという赤く着色させる

ための栽培管理を必要としません。従っ

て「黄香」は、省力的に生産すること

ができる品種です。 

 

 

 

■枝の伸び方 
　りんごは、品種によって枝の伸び方

が異なります。例えば、枝が旺盛に伸

びる品種では、枝葉が繁茂し過ぎて樹

の内側が暗くならないよう注意して栽

培しなければなりません。黄香の枝葉は、

穏やかで素直な伸び方をしており、そ

の枝には花芽が充分に着いているので、

比較的容易な管理で、果実の数も確

保できます。この特性は、りんごを安定

的に生産するために好都合です。 

 
■受粉の組み合せ 
　りんごは、同一品種の花粉では受精

して結実することはありません。すなわ

ち、黄香の花に黄香の花粉を用いても

結実しないので、異品種の花粉を利用

します。しかし、黄香と「ジョナゴールド」

のように遺伝的に適合しないため結実

しない場合もあります。 

　一般的には「ふじ」「つがる」など、

岩手県で栽培されている主な品種の

花粉を用いて受粉することで、黄香は

結実します（表2）。また、他の品種に

黄香の花粉を用いて受粉することも可

能です。 

 

■病害に対する強さ 
　りんごの主要病害の一つに、葉を枯

らして果実の肥大を阻害する「斑点落

葉病」があります。この病気に対し黄

香は強く、発病しにくい特性があります。 

 
■収穫前落果 
　りんごの中には、「きおう」や「つがる」

のように、収穫直前に果実が自然に落

ちてしまう品種があります。黄香にもこ

の性質がありますが、落果防止剤を散

布する既存の技術で防止できます。 

 

 

 
■外観 
　図１のように、果実は豊満な円形で

大きさは300～350gです。果実の大き

さや形のばらつきは少なく、果皮色は

黄色で、日光が当たる面がわずかに赤

く着色することがあります。 

 

 

■果実の内部品質 
　果肉のきめはやや粗く、歯ごたえの

ある食感と豊富な果汁が印象的です。

糖度は13～14%（Brix.）、酸度は0.3～

0.4%と酸味が少なく食べやすい味で、

完熟した果実を食べると口の中に芳

香が広がります。収穫期に気温が低

い年は、みつが入ることもあります。収

穫果の日持ち性は、普通冷蔵で約１ヶ月、

常温で10日程度です。 

　2003年10月18日、いわてまるごと農

林水産フェアの会場において、来場

者を対象に「黄香」の試食アンケート

を実施しました。その結果図２のように、

味、食感、外観いずれも概ね好評で、

将来の大きな市場展開が期待される

ものでした。 

　 

 

 

　農業従事者の高齢化や担い手の

不足、さらに販売単価の低迷といった

課題を抱えているりんごの生産現場に

おいて、美味しい黄色品種「黄香」は、

栽培管理の省力化と消費拡大に貢献

できる新品種となりそうです。 

　数年後には市場展開が始まります

ので、消費者の皆様にはご期待いた

だきたいと思っております。 

（黄香:品種登録出願公表中） 

 

 

　岩手県農業研究センターが育成開発した『黄香』は、8月下
旬に成熟する黄色いりんごです。葉摘みや玉回しなど、赤く着色
する栽培管理を必要としないことから省力的に栽培できます。 
　歯ごたえのある食感と豊富な果汁、酸味が少なく食べやすい味、
更に口の中に芳香が広がる等多くの特徴があります。 

岩手県農業研究センターで取り組んでいる 
りんご新品種の育成開発 

「創造の芽」（研究シーズ情報） 

はじめに 

『黄香』の特徴 

樹の特性 

果実の特性 

最後に 

省力的に栽培できる美味しいりんご 
『黄香（おうか）』を開発 
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